
ガイドライン（A1ロールプレイ） 

＜概要＞ 

 
 
 

 
 

1. 本ロールプレイテストは、学習者の口頭でのやり取りが A1 レベルに達しているかを確認するために使用されることを想定しています。 

2. 本ロールプレイテストは、いろどり A1 の内容をすべて学習した後に行うことを推奨します。 

3. 本ロールプレイテストは、学習者（S）と教師/テスター（T）が１：１で行うことを想定しています。 

4. 録音が可能な場合は録音し、データをもう一度聞いて１回目の判定と一致するか確認しましょう。 

5. 複数の教師で判定する場合は、全員の判定が一致するまで話し合いましょう。 

6. 本ロールプレイで判定する「A1レベル相当の口頭でのやり取り」ができる学習者は、JF スタンダートをもとに以下のような特徴を持っ 

  ている学習者とします。 

 

 

 

 
 

 

 

＜A１のテスターの行動＞ 

 本ロールプレイを使用する際、テスターには以下の行動が求められます。 

  □日本語で簡単なやり取りができるかを見るために、繰り返したり、ゆっくり質問したりする。（学習者の母語は使わない） 

  □会話はテスターが開始し、終了する。 

  □学習者が母語を使って単語を補ったときは、テスターが「〇〇のことですか」と日本語で繰り返す。 

  □コミュニケーションができるかどうかを見るため、学習者が理解できない場合は日本語で言い換えたり繰り返したりする。 

 

  

【口頭でのやり取り全般 Can-do（A1 レベル特徴）】 

簡単な方法でやり取りできるが、ゆっくりとした繰り返し、言い換え、修正に全般的に頼ってコミュニケーションすることになる。 

簡単な質疑応答はできる。直接必要なことやごく身近な話題についてなら、話も始められ、応答もできる。 



ガイドライン（A1ロールプレイ） 

＜ロールプレイテストの流れ＞ 

 まず、「(1) ロールプレイの判定」を行った後、「(2) レベル判定」に進んでください。 ※詳しい手順は、英語版ガイドラインをご参照ください。 

 

（1）ロールプレイの判定 

3 つのロールプレイ（タスク A・B・C）それぞれのタスクを、以下の「判定の指標」をもとに判定してください。 

 【判定の指標】 

ごく簡単な応答ができる ごく簡単な応答ができない 

◎ 〇 △ × 

ごく簡単な質問を理解して、容易に答え

られる 

ゆっくりはっきりと話されれば、ごく簡

単な質問を理解して、答えられる 

ゆっくりはっきりと話されれば、ごく簡

単な質問に対して何か言うが、答えにな

らない 

ゆっくりはっきりと話されても、ごく簡

単な質問にほとんど何も答えられない。 

 

（2）レベルの判定 

 【判定ルール】 

 ◎または〇が 2つ以上の場合は「A1 相当」と判定し、△または×が 2つ以上の場合は「Pre-A1 以下」と判定します。 

 

 【判定パターンの例】 

タスク A タスク B タスク C  

◎ ◎ ◎  

A1 相当と判定（✓） 
〇 ◎ △ 

〇 〇 × 

〇 △ 〇 

◎ 〇 〇 

〇 △ △  

Pre-A1 以下と判定（×） 
△ ◎ △ 

△ △ × 

△ × ◎ 

× 〇 △ 

◎ × × 



ガイドライン（A1ロールプレイ） 

＜ロールプレイ会話例＞ 

ロールカード いろどり Can-do タスク達成の手がかりとして 

テスターが引き出す内容 

会話例 

（T：テスター／S：学習者） 

[A] 

あなたは日本のケーキ屋で買い物を

しています。店の人に、買いたいデ

ザートの名前と数を言ってくださ

い。  

Can-do 68： 

買い物をするとき、必要な量や数を

伝えることができる。 

□なにがほしいのか 

□いくつほしいのか 

T：いらっしゃいませ。 

S：チョコレートケーキ、ひとつください。 

T：はい、チョコレートケーキひとつですね。ありが

とうございます。 

[B] 

あなたは友達とショッピングモール

で待ち合わせをしました。モールに

着いたので、電話で自分が今モール

のどこにいるか伝えましょう。  

Can-do 58： 

自分のいる場所を相手に伝えること

ができる。  

□今どこにいるのか T：もしもし。いま、どこにいますか？ 

         （どこですか？） 

S：今、エスカレーターの下にいます。 

T：エスカレーターの下ですね。わかりました。ちょ

っと待っててくださいね。 

[C] 

あなたは今職場で会議の準備をして

います。でも自分の文房具（ペン/ホ

ッチキス/のり/はさみ/えんぴつ…）

がなくなってしまいました。近くに

いる同僚に文房具を貸してもらえる

ように頼みましょう。  

Can-do 42： 

職場などで借りたいものがあると

き、貸してもらえるように頼むこと

ができる。  

□借りたいものはなにか 

□「〇〇、いいですか？」「〇〇、貸

してください」「〇〇、借りてもいい

ですか」などの表現で頼む 

T：S さん、どうしましたか？ 

S：T さん、すみません。 

 これ（ペン…）、いいですか？（貸してください／

借りてもいいですか…） 

T：ペンですか？どうぞ。 

 

 


